
宇

治

谷

　

顕

舎
利
八
分
伝
説
の
意
義

様
相
を
示
す
反
面
、
逆
に
そ
の
史
実
性
に
疑
惑
の
念
を
い
だ
く
も
の
で
あ
る
。

伝
説
の
史
実
性
解
明
に
は
、
単
に
仏
教
文
献
。
並
び
に
仏
教
の
習
慣
性
を
論
じ
る

の
み
な
ら
ず
、
仏
教
興
起
時
代
の
社
会

一
般
的
な
習
俗
や
文
化
と
対
比
し
論
じ
る
べ

き
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
伝
説
を
成
立
せ
し
め
た
社
会
的
背
景
、
国
家
な
り
部
族
の
存

在
の
考
察
が
緊
要
課
題
で
あ
り
、
こ
の
考
察
な
く
し
て
、
舎
利
八
分
伝
説
の
問
題
は

解
明
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
、
仏
教
が
新
興
の
宗
教
教
団
と
し
て
発
展
す
る

う
え
に
お
い
て
、
舎
利
供
養
に
関
す
る
伝
説
は
、
当
時
の
一
般
的
社
会
の
習
俗
、
文

化
と
は
異
質
な
信
仰
形
態
で
あ
り
、
こ
の
点
に
仏
教
の
特
異
性
が
見
ら
れ
る
と
言

っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

註

(1
)
中
村
元
博
士
は
釈
尊
の
生
涯
の
伝
記
を
探
る
時
、
諸
本
の
共
通
す
る
部
分
を
と
り

出
せ
ば
、
も
と
の
原
本
に
近
い
も
の
が
と
り
出
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
試
み

は
案
外
成
功
し
な
い
、と
論
じ
て
い
る
。
『ゴ
ー
タ
マ
ー
ブ
″
夕
』
四
二
〇
頁
。さ
ら

に
か
よ
う
な
諸
伝
承
の
史
実
性
解
明
に
関
し
て
次
の
様
な
分
析
を
な
し
て
い
る
。

一
。
神
話
的
潤
色
は
後
代
に
な
る
ほ
ど
強
ま
っ
て
行
く
。
こ
の
よ
う
な
要
素
は
ま

九

一

一
、
序

釈
尊
臨
終
か
ら
葬
儀
、
舎
利
八
分
に
関
す
る

一
連
の
伝
説
は
、
種
々
の
仏
伝
や
経

典
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
承
は
、
あ
ま
り
に
神
話
的

・
劇
作
的

な
説

示
が
多

く
、
歴
史
的
史
実
と
後
世
の
伝
説
作
者
の
潤
色
と
の
判
別
が
非
常
に
雑
然
と
し
て
い

る
。
舎
利
八
分
の
伝
説
の
問
題
を
考
究
す
る
に
、
与
え
ら
れ
た
文
献
の
中
か
ら
史
実

と
窺
う
こ
と
が
で
き
る
伝
承
、
す
な
わ
ち
、
共
通
の
表
現
内
容
を
持
つ
伝
承
を
摘
出

す
る
こ
と
に
よ
り
歴
史
的
史
実
性
の
解
明
に
逼
ろ
う
と
思
う
。

舎
利
八
分
の
伝
説
は
、
諸
文
献
に
伝
説
の
表
現
方
法
は
異
な
る
も
の
の
、
釈
尊
の

遺
骸
は
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
の
マ
ツ
ラ
族
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
火
葬
さ
れ
、
そ
の
遺
骨

・
舎
利
分
配
に
つ
い
て
紛
争
が
興
り
、

て
バ
ラ
モ
ン
の
調
停
に
よ
っ
て
八
分
さ
れ
、

諸
国
家
、
部
部
族
に
八
分
さ
れ
た
舎
利
は
、
個
々
に
仏
舎
利
塔
を
建
立
せ
ら
れ
、
丁

重
に
信
奉
せ
ら
れ
た
、
と
大
筋
に
お
い
て

一
致
し
た
内
容
で
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、

伝
説
の
表
現
方
法
、
内
容
は
あ
ま
り
に
神
話
的
、
劇
作
的
で
あ
り
、
完
成
せ
ら
れ
た

舎
利
八
分
伝
説
の
意
義
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ず
除
去
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
、
そ
れ
に
関
連
し
て
釈
尊
が
神
的
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
文
章
は
後
代
の

加
筆
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
神
的
存
在
ら
し
か
ら
ぬ
、
人
間
ら
し
い
す
が
た

が
描
か
れ
て
い
る
の
は
後
代
の
編
纂
者
の
意
図
に
反
し
て
ま
で
も
経
典
の
中
に

保
存
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
多
分
に
歴
史
的
人
物
と
し
て
真
相
に
近
い

と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
、
ゴ
ー
タ
マ
プ
ッ
ダ
以
後
の
歴
史
的
事
実
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
後
代
の
附

加
で
あ
る
。

四
、
教
理
の
定
格
化
さ
れ
た
も
の

(法
数
)
は
、
後
代
の
加
筆
に
な
る
と
思
わ
れ

る
点
が
多
い
。

　　　

中
村
著

「ゴ
ー
タ
マ
ー
ブ

ッ
ダ
」
四
ニ

ー
頁

註

(2
)

　

J

　

P
r
z
y
l
u
s
k
i
s

　

」
e

　

p
a
r
t
a
g
e

　

d
e
s

　

r
e
l
i
q
u
e
s

　

d
u

　

B
u
d
d
h
a
o

r仏
教
の
年
代
記
で
は
、
二
種
の
仏
陀
の
遺
骨
分
配
の
伝
説
が
知
ら
れ
て
い
る
。

第

一
は
火
葬
の
後
、
す
ぐ
に
行
な
わ
れ
た
と
す
る
。
第
1
111A
60
k
a
王
の
仕
事
と

す
る
。
…
中
略
…
…
『M
a
h
a
　s
j

　

ta
l
草
さ
れ
た
時
、
仏
教
は
ま
だ
西
方
に
普
及

し
て
い
な
か
っ
た
。
聖
都
は
未
だ
ガ
ン
ジ
ス
河
流
で
あ
り
、
近
隣
の
R
ajar14

V
a
i
g
a
l
i
s

　

P
a
v
4

　

K
u
i
in
a
r
a
o

　

K
a
p
ila
v
a
s
tu
と
い
っ
た
公
国
で
あ

っ
た
。」
聖

語
研
究

一
巻
二
十
八
頁
。

「仏
陀
の
遺
骨
分
配
の
伝
説
は
、
す
で
に
神
格
化
さ
れ
た
仏
陀
の
聖
人
伝
の
中
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。独
特
の
埋
葬
を
予
知
す
る
仏
陀
の
指
示
は
、確
か
に

イ
ソ
ド
古
来
の
伝
統
を
保
持
し
て
い
る
。
仏
陀
の
遺
骨
の
伝
説
に
二
種
の
説
明
が

あ
る
。

一
方
の
ljM
a
h
a
　sj
は
、
仏
遺
骨
分
配
に
集
ま
っ
た
種
族
を
列
挙
し
終
結

し
て
い
る
。
他
方

『A
a
d
a
n
a
j
は
非
常
に
異
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
葬
儀
を
暗
示

し
て
い
る
。
…
…
中
略
…
…
。
S
a
tra
は
宗
規
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、

比
丘
に
ょ
っ
て
手
を
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

A
v
a
d
a
n
a

　

tj
9

つ
と
自
然
発

九
二

生
的
で
あ
り
、

よ
り

一
般
的
啓
示
で
あ
る
。

そ
の
た
め

A
v
a
d
a
n
a
の
話
の
中

に
、
よ
り
初
期
の
伝
統
の
跡
が
見
い
出
せ
よ
う
。」
聖
語
研
究

一
巻
三
十
三
頁

二
、
諸
文
献

舎
利
八
分
の
伝
説
を
伝
え
る
文
献
は
少
な
く
な
い
。
主
な
文
献
と
し
て
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。

一
、
巴

M
a
h
a
p
a
r
in
ib
b
a
n
a
　s
u
t
t
a
n
t
a

(D
N
o

　

n
　
1
6
4
　

1
6
8
)

二
、
梵

M
a
h
a
p
a
r
in
ir
v
a
n
F
s
u
tra

　

O
rsr
V
o
n

　

E
　

W
a
ld
s

　

c
h
m
id
t

　

m

　

4
3
2

1
5
0
j

三
、
遊
行
経
(大
正
I
、二
九
頁
b
?
三
十
頁
a
)

四
、
仏
般
泥
疸
経
巻
下
(大
正
I
、
一
七
五
頁
a
t
c
)

五
、
般
泥
疸
経
巻
下
(大
正
I
、
一
九
〇
頁
a
t
c
)

六
、
大
般
涅
槃
経
巻
下
(大
正
I
、二
〇
七
頁
a
t
c
)

七
、‘
十
誦
律
巻
六
十

(大
正
二
十
三
、
四
四
六
頁
b
~
四
四
七
頁
a
)

八
、
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
巻
三
十
八
1
三
十
九
九

(大
正
二
十
四
、
四
〇

一
頁

c
?
四
〇
二
頁
a
)

(
1
)

九
、
釈
迦
譜
巻
第
四
(大
正
五
十
、七
十
四
c
1ヽ
七
十
六
b
)
等

以
下
、
こ
れ
ら
諸
文
献
の
伝
説
内
容
を
比
較
検
討
す
る
な
か
で
、
舎
利
八
分
伝
説
の

史
実
性
に
関
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。

註

(1
)
他
に
は
、
チ
ベ
″
卜
f　

n
d
u
l　b
a

　

p
h
r
a
n
　
ts
h
e
g
s
4
y
i

　

g
s
h
1

　

4
P
e
k
i
n
g
　

v
o
　
l
u
X
a
　

v

o
1
　

4
4

　

r
x
3
5
　
N
e

　

2
6
0
a
6
　

2
8
5
a
5

　

h
r
s
g

　

V
o
lh

　

E

　

W
a
ld
o　



い
る
。

な
お
、
r49
　

M
a
h
a
　S
j
『遊
行
経
』
『般
泥
疸
経
』
『十
誦
律
根
本
説

一
切

有

部

毘
奈
耶
雑
事
』
『釈
迦
譜
巻
』
等
に
伝
え
ら
れ
る
、
舎
利
を
求
め
に
来

た
人
々
の
登

(
1
)

場
順
序
は
、
パ
ー
ヴ
ァ
ー
の
マ
ご
フ
族
か
ら
初
ま
り
、
マ
ガ
ダ
王
阿
閣
世
を
最
後
に

し
て
七
つ
の
地
名
、
国
名
、
部
族
名
等
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
順
序
は

一
様
で
は

な
い
。
詳
細
は
附
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
さ
ら
に

「大
般
涅
槃
経
」
で
は
、
マ
ガ
ダ

王
阿
閣
世
を
最
初
に挙
げ
、
「余
の
七
国
訓
・及
び
毘
耶
離
の諸
離
車
等
」
と
伝

え
、
七
者
の
具
体
的
な
名
称
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
『仏

般

泥
疸
経
』
で
は

(
3
)

「辺
境
八
国
」
、
『仏
所
行
讃
』
で
は

「七
国
諸
王
」
、
『仏
本
行
集
経
』
で
は

「七
国

王
」
と
の
み
伝
え
て
い
る
。

註

(1
)
『梵

　
5
1
a
h
a
　
s
j

と

「十
誦
律
」
に
記
さ
れ
る
内
容
は
、
舎
利
を
要
求
に
来

だ

順
序
と
舎
利
を
分
配
さ
れ
る
順
序
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
「梵

　Ix
l
a
h
a
　
s
j
の
舎

利
分
配
の
順
序
は
、
バ
ー
バ
ー
の
マ
ご
フ
族
、
ア
ご
フ
カ
て
(
の
プ
リ
族
、
ヴ
ェ

ー
タ
デ
ィ
ー
パ
の
バ
ラ
モ
ン
達
、
ラ
ー
マ
ガ
ー
マ
の
コ
ー
リ
ヤ
族
、
ヴ

ェ
ー
サ
ー

リ
ー
の
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
族
。
カ
ピ
ラ
ヴ
ア
y

な
っ
て
お
る
。
『十
誦
律
』
で
は
、
波
波
国
婆
嵯
婆
羅
、
羅
摩
聚
落
拘
楼
羅
種
、
遮

勒
国
諸
刹
帝
利
姓
、
毘
霞
国
諸
婆
羅
門
、
毘
耶
離
国
諸
梨
昌
種
、
迦
毘
羅
婆
国
諸

釈
子
、
摩
伽
陀
国
主
阿
閣
世
王
と
な
っ
て
い
る
。

註

(2
)

　

「余
の
七
国
の
王
」
と
記
す
の
は
、
始
め
に
阿
閣
世
王
を
あ
げ
て
い
る
だ
の
か
ら

「六
国
」
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

註

(3
)

　

『辺
境
八
国
』
と
さ
れ
る
の
は
。
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
の
マ
ご
フ
族
は
除
か
れ
る
の
で

「七
国
」
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

九
三

c
h
m
id
ts

 

IL

 

4
3
3
 

45
3
)、
「仏
所
行
讃
巻
五
」
(大
正
四
、
五
二
頁
b
)
、
「仏

本
行
歩
経
巻
七
」
(大
正
四

・
二
四
頁
c
)
等
に
も
伝
え
ら
れ
る
。

(

一

)

　

舎
利
を
求
め
て
来
た
人
々

巴
・
梵

・
漢
の
諸
文
献
に
伝
え
ら
れ
る
伝
説
は
、
大
筋
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
釈
尊
が
ク
シ
ナ
ー・・こ
フ
ー
で
死
去
し
た
こ
と
を
聞
い
た
人
々
は
、
釈

尊
の
火
葬
を
行
な
っ
た
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
の
マ
ツ
ラ
族
に
対
し
、
釈
尊
の
遺
骨
、
舎
利

の
分
配
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
の
マ
ツ
ラ
族
は
そ
の
要
求
を
拒
絶

し
た
た
め
そ
の
間
に
紛
争
が
お
こ
ろ
う
と
し
た
。
モ
の
時
、

ド
ー
ナ

(巴

D
oQ
a

　

9

D
roQ
a)
と
称
す
る
バ
ラ
モ
ン
が
調
停
人
と
な
り
紛
争
を
治
め
。

仏
舎
利
は
八
分
せ

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
は
自
国
に
持
ち
帰
り
、
仏
舎
利
塔
を
建
立
し
て
篤
く
供
養

し
た
。
調
停
人
の
ド
ー
ナ
は
舎
利
を
入
れ
た
瓶
を
拝
し
、
塔
を
建
立
し
て
供
養
し
。

最
後
に
来
た
モ
ー
リ
ヤ
族
は
、
灰
を
拝
し
、
塔
を
建
立
し
て
供
養

し
た
、
と
伝
え

る
。釈

尊
の
舎
利
を
要
求
し
た
人
々
と
は
、
『巴

jyla
h
a
　5
j
に
よ
れ
ば

マ
ガ
ダ
王
ア
ジ

ヤ
ー
タ
サ
″
ト
ウ

ー
ヴ

ェ
ー
サ
ー
リ
ー
の
リ

″
チ
ヤ
ヴ
ィ
族

・
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ツ
ト
ウ

の
サ
ー
キ
ヤ
族

・
ア
ッ
ラ
カ
ッ
パ
の
プ
リ
族

・
ラ
ー
マ
ガ
ー
マ
の
コ
ー
リ
ヤ
族

・
ヴ

ュ
ー
ダ
デ
ィ
ー
パ
の
バ
ラ
モ
ン
達

・
パ
ー
ヴ
ァ
ー
の
マ
ッ
ラ
族
の
七
者
と
伝
え
ら
れ

る
。
こ
の
七
者
は
、
登
場
順
序
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
巴

・
梵

・
漢
の
諸
文
献
と
も

相
互
に
共
通
す
る
伝
承
で
あ
り
、
疑
う
余
地
の
な
い
史
実
と
、

一
般
的
に
解
さ
れ
て

舎
利
八
分
伝
説
の
意
義

三
、
伝
説
の
内
容
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司
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コ
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で
あ
る
と
記
す
。
『釈
迦
譜
巻
第
四
』
大
正
五
十
、
七
四

・
c

註

(3
)
『十
誦
律
巻
六
十
』
大
正
二
三
、
四
四
六
b

註

(4
)
『根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
市
巻
』
大
正
二
四
、
四
〇
二
a

註

(5
)
大
正

一
、
二
九
b

c
、
他
に

『大
般
涅
槃
経
』
大
正

一
、
二
〇
七
a
t
b

『釈
迦

譜
巻
四
』
大
正
五
十
、
七
四
c
~
七
五
a

『般
泥
流
経
巻
下
』
大
正

一
、

一
九
〇
a
~
b

「仏
般
泥
逼
経
巻
下
1　
大
正

一
、

一
七
五

a

註

(6
)
『梵

M
a
h
ii　S
j

　

h
r
s
g
　

v
o
n

　

E
o

　

W
a
ld
sch
m
id
tJ
30

　

4
3
6
　

4
4
2

『根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
巻
』
大
正
二
四
、
四
〇

一
c
~
四
〇
二
a

註

(7
)
『十
誦
律
巻
六
十
』
大
正
二
三
、
四
四
六
c

(
三
)

　

調
停
者
バ
ラ
モ
ン

調
停
者
。バ
ラ
モ
ン
に
関
す
る
伝
承
は
、
『巴

jxla
h
a
　5
j
に
よ
れ
ば
、

ド
ー
ナ

(り
o§
)
バ
ラ
モ
ン
は
、
か
の
集
ま
っ
た
人
々
に
こ
の
よ
う
に
言

っ
た
。

「含
み
ら
よ
、
聞
け

・
わ
が
言
を
。

わ
れ
ら
の
釈
尊
は
堪
え
忍
ぶ
こ
と
を
説
か
れ
た
方
で
し
た
。

最
上
の
遺
骨
の
分
配
に
、
争
い
が
起
る
と
い
う
こ
と
は
善
く
あ
り
ま
せ
ん
。

き
み
た
ち
よ
。
あ
れ
ら
は
す
べ
て
協
力
し
。
仲
よ
く
し
、
喜
び
合
い
な
が
ら
、

八
つ
に
分
配
し
ま
し
ょ
う
。

広
く
諸
方
に
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
作
り
な
さ
い
。

世
の
人
々
は
眼
あ
る
者
を
信
奉
し
て
い
ま
惣
」

と
伝
え
て
い
る
。
本
書
に
は
、
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
は
突
如
と
し
て
物
語
に
登
場
し
。

仲
裁
の
労
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
は
何
も
伝
え

九
五

(
二
)

　

舎
利
要
求
の
模
様

舎
利
を
要
求
す
る
様
子
は
、
諸
文
献
の
伝
承
に
お
い
て
、
そ
の
表
現
方
法
、
内
容

と
も
に
一
様
で
は
な
い
。
舎
利
を
要
求
す
る
理
由
は
、
『巴
M
a
h
a
　s
j

に
よ
れ
ば
。

「尊
師
も
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
族
で
あ
り
。
わ
れ
も
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
族
出
身
で
あ
る
。
サ

ー
キ
ヤ
族
は
、
尊
師
は
我
々
種
族
の
も

っ
と
も
す
ぐ
れ
た
人
。
ヴ
ェ
ー
タ
デ
ィ
ー
パ

の
。バ
ラ
モ
ン
は
、
尊
師
は
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
で
あ
り
。
我
は
バ
ラ
モ
ン
で
あ
る
」
と
伝
え

る
。
他
の
諸
本
は
、
大
体
に
お
い
て

「我
が
師
で
あ
り
、
敬
慕
の
心
よ
り
」
と
か
、

「我
の
尊
ぶ
所
」
「我
ら
種
族
の
大
師
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。

又
、
舎
利
争
奪
戦
の
有
無
に
関
し
て
は
、
ク
シ
ナ
ー
ラ
の
マ
ご
フ
族
と
の
他
の
七

国
と
の
間
に
紛
争
が
あ

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
『巴
6　
jy
l
a
h
a
　
s
j
に
よ
れ
ば
、
紛
争

は
あ
る
も
の
の
双
方
と
も
兵
を
興
す
と
は
記
さ
ず
。
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
の
登
場
を
み

る
。
『遊
行
経
』
は
諸
々
の
国
王
は
、
「郡
臣
を
集
め
て
討
議
し
、
兵
を
準
備
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
力
を
も

っ
て
取
る
べ
し
と
主
張
し
、
こ
れ
に
対
し
て
ク
シ
ナ
ー
ラ
も
。

(
5
)

あ
く
ま
で
戦
う
べ
き
だ
と
、
兵
の
準
備
を
な
し
た
」
と
記
す
る
。
他
に
、
兵
を
興
す

の
に
、
討
議
の
結
果
で
は
な
く

「
マ
ガ
ダ
王
の
勅
臣
の
進
言
に
よ
る
」
と
記
す
る
も

の
、
又
、
「兵
を
興
し
ク
シ
ナ
ー
ラ
城
を
と
り
か
こ
ん
だ
」
と
記
す
る
も
の
な
ど
、そ

の
表
現
内
容
は

一
様
で
は
な
い
。

註

(1
)
D
N
O

　

1
1

　

1
6
6

註

(2
)
『遊
行
経
』
大
正

一
、
二
九
b
、
『般
泥
漑
経
』

大
正

一
、

一
九
〇
a
、

『大
般
涅

槃
経
』
大
正

一
、
二
〇
七
a
~
b
←
我
が
師
で
あ
り
、
共
に
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
出
身

舎
利
八
分
伝
説
の
意
義



九
六

の
幾
多
の
矛
盾
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ド
ー
ナ
が
住
し
た
処
は
、
『
ア
ン
グ

ッ
タ
ラ

ー
ニ
カ
ー
ヤ
』
(n
・
37
?
39
)
と

『雑
阿
舎
経
』
巻
四

(大
正
二
、
二
八
a
~
b
)
、

『別
訣
雑
阿
舎
経
』
巻

一
三

(大
正
二
、
四
六
七
a
~
b
)
に
お
い
て
、
「仏
陀
が
ウ
″

カ

ッ
4　

1U
k
k
a
tth
a
漢
訳
有
徒
迦
帝
」
と

セ
ー
タ
ヴ
ヤ

IS
e
ta
v
y
a
s

　

S
e
ta
b
y
a
漢
訳
堕

鳩
羅
?
)
の
間
の
道
中
を
遊
行
し
て
い
た
時
に
ド
ー
ナ
も
同
じ
道
を
歩
い
て
い
て
」
、

と
伝
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
が

コ
ー
サ
ラ
国
内
に
め
っ
た
こ
と
が
漢
訳
文
献
か
ら

知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
巴
の
注
釈
書

『
マ
ノ
ー
ラ
タ
ー
ブ
ー
ラ
ニ
ー
』
(n
五
〇

五
主
立
○
五
)
や

『
ス
マ
ソ
ガ
ラ
ー
ヴ
ゴ
フ
ー
シ
ニ
ー
』
(u
六
〇
七
~
六
〇
八
)
に
見

ら
れ
る
記
載
に
は
、
仏
陀
が
セ
ー
タ
ー
ヴ
ヤ
に
旅
し
た
の
は
、
ド
ー
ナ
に
会
う
た
め

で
あ
る
と
伝
え
て
お
り
矛
盾
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ド
ー
ナ
は
マ
ガ
ダ
の
大
臣
と
さ

れ
、
彼
が
住
し
た
処
、
ド
ロ
ー
ナ
村
は
、
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
か
ら
パ
ー
ヴ
ァ
ー
に
向

う
道
中
に
あ
る
村
と
さ
れ
、
前
述
の
コ
ー
サ
ラ
国
内
と
す
る
伝
承
と
は
著
し
い
違
い

が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ド
ー
ナ
の
瓶
に
言
及
し
て
お
り
、
ド
ー
ナ
の
瓶
が
崇
拝
の

対
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
舎
利
崇
拝
以
上
の
信
仰
の
深
さ
を
物
語

っ
て
お
り
、
舎
利

八
分
伝
説
そ
の
も
の
が
、
仏
陀
に
対
す
る
信
仰
の
か
な
り
進
展
し
た
時
代
を
背
景
に

し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
と
記
し
て
い
る
。
ド
ー
ナ
の

瓶
塔
に
関
し
て
は
、
玄
奘
に
よ
る
、
ク
シ
ー
ナ
ー
ラ
ー
よ
り
南
下
し
て
は

る
か
遠

(
6
)

方
、
バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
附
近
に
建
て
ら
れ
た
と
す
る
伝
承
と
比
較
検
討
し
て
い
る
。

ド
ー
ナ
の
出
身
地
で
あ
る
地
に
瓶
塔
を
建
立
し
た
と
す
る
の
は
諸
文
献

一
様
の
伝
承

で
あ
り
、
こ
の
点
、
前
述
の
ド
ー
ナ
が
住
し
た
処
の
考
究
内
容
と
比
較
す
る
時
、
甚

し
い
相
違
を
知
ら
さ
れ
る
。
結
論
的
に
は
、
「新
し
い
資
料
が
示
さ
れ
る
た
び
に
増
々

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号

て
い
な
い
。
他
の
文
献
に
伝
え
る
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
を
表
記
す
れ
ば
。
次
の
ご
と
く

で
あ
る
。

文
献

　　　　　　　　　

名
前

　　　　　　　　　

出
身
地

巴

Iv
la
n
a
　5

　　　　　　

1
J
o
n
a

　　　　　　　

不
明

9　

M
a
h
F
S

　　　　　

D
h
u
m
r
a
s
a
g
o
tr
a

　　

D
r
o
q
a
g
r
a
m
a
k
a

遊
行
経

　　　　　　　

香
姓

　　　　　　　　

摩
爾
王
の
勅
臣

仏
般
泥
逼
経

　　　　　

屯
屈

　　　　　　　　

天
帝
の
化
身

般
泥
肛
経

　　　　　　

毛
翫

　　　　　　　　

摩
爾
王
の
勅
臣

大
般
涅
槃
経

　　　　　

徒
盧
那

　　　　　　　

鳩
戸
那
城
中

十
誦
律

　　　　　　　

姓
姻

　　　　　　　　

頭
那
羅
聚
落

根
本
説

一
切
有
部

　　　

突
路
摯

　　　　　　　

不
明

毘
奈
那
雑
事

釈
迦
譜
巻

　　　　　　

香
姓

　　　　　　　　

摩
爾
王
の
勅
臣

以
上
の
よ
う
に
、
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
に
関
す
る
伝
承
は
、
名
前
や
出
身
地
に
大
き

な
違
い
が
あ
り
、
史
実
性
を
疑
わ
ざ
る
お
え
な
い
。
仏
伝
文
学
の
一
般
的
傾
向
と
し

(
2
)

て
は
、
後
世
伝
説
作
者
の
潤
色
と
の
気
配
が
非
常
に
濃
い
。
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
存
在

の
史
実
性
に
つ
い
て
大
い
な
る
疑
問
を
い
だ
く
も
の
で
あ
る
。

調
停
者
。バ
ラ
モ
ン
が
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
か
、
創
作
上
の
架
空
の
人
物
で
あ
る

か
を
判
別
す
る
こ
と
は
、
舎
利
八
分
伝
説
の
歴
史
的
意
義
を
探
る
う
え
に
非
常
に
重

(
3
)

要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
杉
本
卓
州
氏
は

『舎
利
八
分
と
仏
塔
建
立

(
4
)

の
伝
説

・
そ
の
三
』
に
詳
細
な
る
考
究
を
施
し
て
い
る
。
杉
本
氏
は
、
ド
ー
ナ
伝
承



を
謬
え
ば
相
い
残
害
す
べ
し
。
如
来
の
遺
形
を
も

っ
て
広
く
益
せ
し
め
ん
と
欲

(
8
)

す
れ
ば
、
舎
利
は
現
に
在
り
、
た
だ
し
ま
さ
に
分
ち
取
る
べ
し
。

『仏
般
泥
疸
経
』
「わ
が

一
言
を
聴
き
た
ま
え
。惟
う
に
、
仏
が
在
世
の
時
に
は
、
諸

王
は
仏
の
教
え
に
つ
か
え
、
常
に
慈
し
み
を
も

っ
て
恵
み
を

も

た

ら

し
て
い

た
。
人
民
の
主
た
る
も
の
が
、
謬
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
平

等
に
仏
の
舎
利
を
分
け
よ
う
。
諸
国
土
は
皆
な
ス
ト
ゥ
ー
パ

(宗
廟
)
有

ら
し

め
よ
。
人
民
の
迷
妄
無
知
を
さ
と
ら
せ
、
仏
の
有
る
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
。
そ

(
9
)

れ
を
糸
口
と
な
し
、
大
い
な
る
褐
を
得
さ
せ
よ
。」

『大
般
涅
槃
経
』
「汝
等
よ
。勇
鋭
果
敢
な
る
彼
の
八
国
の
王
は
、力
を
等
し
く
し
心

を
同
じ
し
て
い
る
。
人
衆
は
多
く
集
ま
り
、
軍
陣
は
猛
り
き
っ
て
い
る
。
も
し

戦
闘
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
当
然
両
方
と
も
安
全
で
あ
り
え
な
い
。
鋒
刃
が
交

お
れ
ば
、
必
ず
や
傷
害
が
あ
ろ
う
。
如
来
は
、
在
世
の
時
に
、
人
々
に
慈
し
み

を
行
な
う
こ
と
を
教
え
た
。
そ
れ
な
の
に
、
今
日
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
た
ち
ま

ち
に
人
々
は
殺
戮
し
あ

っ
て
い
る
。
汝
等
よ
、
舎
利
を
悋
惜

す

べ
き

で
は
な

い
。
諸
国
及
び
リ
″
チ
ャ
ヴ
ィ
族

(離
車
)
等
に
分
け
、
各
々
の
地
域
に
ス
ト

ゥ
ー
パ

(兜
婆
)
を
造
立
さ
せ
よ
。
世
尊
の
往
昔
の
訓
誠
を
称
え
、
汝
等
み
ん

な
が
福
利
を
得
る
よ
う
に
せ
よ
。」

こ
の
よ
な
う
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
の
諌
言
は
、
み
な

一
様
に
釈
尊
が
忍
耐
を
説
き
、

忍
耐
に
よ
っ
て
争
い
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
語
る
。
さ
ら
に
、

舎
利
を
分
配
し
て
後
、
各
地
に
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
建
立
し
、
人
々
に
福
利
を
も
た
ら
す

よ
う
進
言
し
て
い
る
。

九
七

混
乱
さ
せ
ら
れ
、
止
ま
ど
う
他
は
な
い
」
と
語
り
、
創
作
的
色
彩
の
濃
い
こ
恚
を
伺

わ
せ
る
内
容
で
あ
る
。
現
研
究
段
階
で
は
、
結
論
を
導
き
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

次
に
ド
ー
ナ
研
究
の
一
面
と
し
て
、
創
作
上
の
人
物
と
の
仮
定
の
も
と
に
、
時
代

的
背
景
を
考
究
し
て
み
よ
う
。
仮
り
に
、
創
作
上
の
人
物
と
す
る
な
ら
ば
、
舎
利
八

分
の
伝
説
に
単
な
る
劇
作
的
脚
色
の
意
味
の
み
で
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
を
設
定
し
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
モ
の
背
景
に
は
、
仏
教
興
起
時
代
の
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
を

加
味
し
た
深
い
意
味
が
内
在
し
て
い
る
と
考
ら
れ
る
。

で
は
、
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
は
い
か
な
る
諌
言
を
も

っ
て
仲
裁
を
な
す
の
か
、
伝
え

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

『
巴

jy
la
h
a
　5
j
「前

　

述
」

ry　

M
a
h
a
　S
』
「き
み
た
ち
よ
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
マ
ツ
ラ
族
よ
。
サ
ソ
ガ

(S
e
S
’

Q)
、
ガ
ナ

(9
1
)
群
衆
の
い
ず
れ
の
集
ま
り
の
者
で
あ
れ
、
聴
き
た
ま
え
。
`

長
い
間
、
か
の
釈
尊
は
貧
欲
を
制
御
し
、安
ら
か
で
あ
り
。
忍
耐
を
称
尭
る
人
、

忍
耐
を
説
く
人
で
あ
っ
た
。
き
け
た
ち
よ
、
こ
の
貧
欲
を
制
御
し
、安
ら
か
で
あ

り
、
忍
耐
を
称
え
る
人
、
忍
耐
を
説
く
人
の
言
葉
に
違
反
し
て
、
こ
の
釈
尊
ゴ

ー
タ
マ
の
舎
利
の
た
め
に
、
お
互
い
に
傷
害
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
相
応
し
く
な
い
。
私
は
釈
尊
ゴ
ー
タ
マ
の
舎
利
を
八
等
分
す
る
こ
と
を
喜

(
7
)

び
と
な
そ
う
。
」

『遊
行
経
』
「諸
賢

・
長
夜
仏
の
教
誠
を
受
け
た
り
、
口
に
法
言
を
誦
し
、心
は
仁
化

に
服
し
、

一
切
衆
生
を
常
に
念
じ
て
安
か
な
ら
ん
少
』欲
す
。
む
1
　　ろ
、
仏
舎
利

舎
利
八
分
伝
説
の
意
義
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こ

こ
れ
ら
の
伝
承
か
ら
推
察
す
る
に
、
調
停
者
。バ
ラ
モ
ン
の
出
現
の
意
義
は
、
仏
教

的
政
治
理
念
で
あ
る

「平
和
主
義
」
の
宣
揚
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え

ら
れ

る
。
仏
教
興
起
時
代
に
お
け
る
イ
ン
ド
国
内
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
争
い
が
断
え
な
い

日
々
で
あ
り
、
さ
な
が
ら
仏
舎
利
の
争
奪
戦
は
、
諸
国
家

・
諸
部
族
の
対
立
、
抗
争

を
象
徴
す
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。
現
研
究
段
階
で
は
、
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
の
存
在
の

史
実
性
に
ま
っ
た
く
信
憑
性
が
な
く
、
あ
ま
り
に
作
為
的
な
伝
承
内
容
で
あ
り
。
舎

利
八
分
伝
説
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
舎
利
分
配
に
よ
っ
て
対
立
す
る
諸
国
家
、
諸

部
族
の
調
停
に
よ
り
、
争
い
の
無
益
な
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
、
現
実
社
会
に
お
い
て

も
、
諸
国
家
、
諸
部
族
の
対
立

・
抗
争
の
無
益
な
る
こ
と
を
宣
揚
し
よ
う
と
し
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
「仏
塔
を
建
立
し
て
人
々
に
福
利
を
も
た
ら
せ
」
と
進
言
す
る
の
は
、
仏

教
の
基
本
理
念
で
あ
る

「自
由
-
平
等
」
の
精
神
を
宣
揚
せ
し
め
よ
う
と
す
る
意
図

を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
、
。ク
フ
モ
ソ
宗
教
が
バ
ラ
モ
ン
至
上
主
義

に
基
づ

く
、
カ
ー
ス
ト
制
度
を
厳
格
に
保
持
す
る
宗
教
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
仏
教
は
バ

ラ
モ
ン
宗
教
の
カ
ー
ス
ト
制
度
を
否
定
し
、
す
べ
て
の
人
民
は

「自
由
-
平
等
」
で

あ
る
と
力
説
す
る
。
す
べ
て
の
身
分
差
別
を
超
越
し
た
姿
で
、
教
団
へ
の
結
集
を
希

求
し
た
の
で
あ
り
、
大
衆
の
宗
教
と
し
て
発
展
す
る
の
で
あ

っ
た
。

仏
教
興
起
時
代
、
す
で
に
イ
ソ
ソ
ド
各
地
に
お
い
て
舎
利
塔
信
仰
の
栄
ん
で
あ

つ
た
こ
と
は
`
種
々
の
資
胎
)諸
学
者
達
の
研
究
に
よ
り
、明
ら
か
に
さ
れ
て
い
(W
)・

初
期
の
仏
教
教
団
に
お
い
て
、
仏
舎
利
塔
は
在
家
信
者
の
た
め
の
礼
拝
供
養
の
対
象

に
限
ら
れ
、
此
丘
漣
の
舎
利
躇
へ
の
礼
拝
供
養
は
厳
禁
さ
れ
て
い
知
)
こ
の
よ
う
な

‐

・

　

’

・

:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

九
八

教
理
を
前
程
と
し
て
考
察
す
る
に
。
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
が
仏
塔
崇
拝
を
諌
言
す
る
意

図
は
、
単
に
教
団
拡
張

・
民
衆
の
仏
教
教
化
の
目
的
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
中
に
は
社

会
倫
理
的
要
因
を
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
仏
教
は
、
身
分
制
度
を
否
定
し
、
す
べ

て
の
民
衆
の
自
民
で
平
等
の
立
場
で
参
加
す
る
教
団
形
成
を
目
的
と
し
、
宗
教
社
会

の
単

一
者
、
又
は
単

一
階
級
に
よ
る
独
占
的
権
威
の
集
中
を
否
定
し
、
教
団
内
に
あ

っ
て
は
す
ぺ
て
の
比
丘
、
非
比
丘
と
も
に
自
由
―
平
等
で
あ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

る
。
民
衆
教
化
の
た
め
の
教
理
は
、
社
会
倫
理
的
側
面
か
ら
の
希
求
で
も
あ
り
、
そ

の
目
的
は
大
衆
化
し
た
仏
教
教
団
を
宣
揚
せ
し
め
る
こ
と
に
あ

っ
た

と
考

え
ら
れ

る
。以

上
、
調
停
者
。バ
ラ
モ
ン
が
創
作
上
の
人
物
で
あ
る
と
い
う
仮
定
の
も
と
に
、
そ

の
仮
定
を
裏
付
け
る
要
因
を
伝
説
内
容
に
お
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
。
し
か
し
、

彼
が
果
た
す
役
割
、
又
び
社
会
的
背
景
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
の
み
で
あ
り
、
彼

の
史
実
性
の
解
明
に
は
至
ら
な
い
。
現
在
ま
で
、
調
停
者
。ロ
フ
モ
ソ
に
関
し
て
は
種

々
の
討
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、

一
様
に
名
称
の
矛
盾
を
列
挙
し
、
調
停
者
。バ
ラ
モ
ン

の
史
実
性
の
希
薄
な
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
が
大
勢
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状

に
お
い
て
調
停
者
バ
ラ
モ
ン
の
存
在
は
多
分
に
後
世
伝
説
作
者
の
創
作
的
色
彩
が
濃

く
、
仏
教
の
基
本
精
神
の
宣
揚
を
意
図
し
、
仏
教
教
団
興
隆
の
た
め
使
徒
的
役
割
を

課
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

註

(1
)
M
O
　
2
5
　

D
N
　

L

　

P
j
6
6
G

註

(2
)
序
の
注

(1
)
参
照

註

(3
)
官
坂
宥
勝
氏
社
、
調
停
者
ド
ー
ナ
を
、

I
I
リ
々
種
族
の
デ
ー
ヴ
″
ダ

(

Q
)?



度
を
取
り
給
ふ
こ
と
な
か
れ
。
よ
る
と
こ
ろ
は
い
か
ん
。
さ
ら
に
大
国
あ
り
、
政

婆
大
国
、
毘
舎
離
国
、
王
舎
城
、
婆
祇
国
、
舎
衛
国
、
迦
維
羅
衛
国
、
波
羅
捺
国

な
り
。
そ
の
土
に
は
、
人
氏
衆
多
に
し
て
仏
法
を
信
楽
す
。
仏
試
度
已
し
り
て
必

ず
よ
く
舎
利
を
恭
敬
供
養
せ
ん
」
と
伝
え
て
い
る
。

註

(12
)
塚
本
啓
祥
著

『初
期
仏
教
教
団
史
の
研
究
』
三
五
八
頁
参
照

註

(13
)
平
川
彰
博
士
は
、
仏
塔
は
本
質
的
に
在
家
信
者
の
も
の
で
あ
る
。
仏
塔
信
仰
は
在

家
信
者
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
も
伝
統
と
し
て
在
家
信
者

に
ょ
っ
て
護
持
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
と
語

っ
て
い
る
。
平
川
著

「イ
ン
ド
仏
教

史
」
三
四
三
~
三
五
〇
頁

v
a
d
ah
a
5
出
身
の
マ
ー
ヤ

(y{々

忿

と
マ
(
I
パ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー

(M
ah
　

a
p
a
ja
p
a
tO

姉
妹
に
ご
く
近
い
血
縁
近
親
者
の
ひ
と
り
で
は
な
か
っ
た
か
、

と

い
う
推
定
を
行
な
い
、
サ
ー
キ
ヤ
族
の
血
縁
種
族
に
あ
た
る
コ
ー
リ
ヤ
族
で
あ
る

と
す
る
が
、
そ
の
実
証
を
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
宮
坂
宥
勝
著

「仏
教
の

起
源
」
三
十
八
頁
、
九
十
七
頁
参
照
。

註

(4
)

　

『東
北
福
祉
大
学
紀
要
』
創
刊
号

一
三
~

一
七
頁
参
照

註

(5
)
梵
M
ah
a
　S
M
H
る
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
か
ら
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
道
中
の
村
や
町
は
、

ク
シ
’
夕
村

IK
u
gth
a
4
1)
、
ガ
ソ
ダ
村

((io
a
d
a
　g
3
ド
ロ
ー
ナ
村

(’)「o
§
‐

咬
」、
シ
’
I
ル
バ
村
(ぼ
「罵
・匈
」、
ア
ー
ム
ーフ
村
IA
m
ralX)、
ジ
ャ
ブ
村
(?
・

日
ぎ
・哨
)、
(
ス
テ
ィ
村
G
lasti　g
y

i
　
ガ
町

(B
h
o
g
a
　n
a
g
a
ra
5
と
さ
れ

る
。
こ
れ
は
ヴ
ァ
ジ
国
か
ら
マ
ッ
ラ
国
に
至
る
地
名
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
ド
ロ

ー
ナ
村
が
見
ら
れ
る
が
、
他
の
諸
本
に
は
こ
の
村
の
名
は
見
当
ら
な
い
。

註

(6
)

「大
唐
西
域
記
」
巻
七

(大
正
五
一
、
九
〇
八
a
)
中
国
古
典
文
学
大
系
22
平
凡

社
水
谷
真
成
訳
二
二
八
頁
参
照

註

(7
)
h
rs
g
　
V
o
n

　

E
o

　

W
a
ld
sch
m
id
ts

　

S

　

4
4
0
　

4
4
2

註

(8
)
大
正

一
、
二
九
b

註

(9
)
大
正

一
、

一
七
五
a

註

(10
)
大
正

一
、
二
〇
七
b

註

(x
5
　

D
N

　

n

　

1
4
6

　

M
、

次
の
様
に
記
す
る
。
ア
ー
ナ
ソ
ダ
は
、
ク
シ
ナ
ー
ラ
は
涅
般

の
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
し
て
、

舎
利
供
養

6
a
ri　
p
a
jO

　

ta
盛
ん

な
地
で
あ
る
チ
ャ
ン
パ
ー
、
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
(
、
サ
ー
ヴ
ア
ご
ア
イ
・・・・、
サ
ー
ケ
ー

タ
。
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
、
バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
が
適
当
で
あ
る
と
語

っ
て
い
る
。

『遊
行
経
』(大
正
一ご
二
b
)に
は
「此
の
鄙
隈
の
小
城
荒
毀
の
土
に
お
い
て
滅

肴
溺
八
分
伝
説
の
意
義

四
、
舎
利
八
分
の
部
族
的
意
義

紀
元
前
五
、
六
世
紀
の
イ
ン
ド
社
会
は
、
バ
ラ
モ
ン
宗
教
を
支
え
て
き
た
小
村
落

中
心
の
支
配
体
制
崩
壊
の
時
代
で
あ

っ
た
。
変

っ
て
新
し
い
都
市
国
家
群
の
興
起
と

い
り
状
況
下
に
あ

っ
て
、
大
小
の
諸
国
家
、
諸
部
族
の
群
雄
割
拠
す
る
時

代

で
あ

る
。
文
化

・
思
想
的
に
は
、
バ
ラ
モ
ソ
至
上
主
義
の
閉
鎖
的
文
化

・
思
想
か
ら
、
ク

シ
ャ
ト
リ
ヤ
が
主
導
権
を
握
る
都
市
型
文
化

・
思
想

へ
と
移
り
変

っ
て
い
く
。
自
由

・
清
新
な
文
化

・
思
想
が
現
わ
れ
、
現
実
的
な
欲
望
を
求
め
る
唯
物
論
等
の
撞
頭
が

あ
り
、
大
き
な
変
遷
が
み
ら
れ
る
時
代
で
あ

っ
た
。
新
興
の
宗
教
界
に
お
い
て
は
、

教
理
の
社
会
適
合
性
が
希
求
さ
れ
、
バ
ラ
モ
ン
の
閉
鎖
的
祭
祀
の
宗
教
か
ら
、
開
放

さ
れ
た
大
衆
性
の
強
い
宗
教
が
熱
望
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
教
理
自
体
が
普
遍
的
に
社

会
倫
理
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
下
に
お
い
て
、
舎
利

八
分
の
伝
説
は
、
新
興
の
宗
教
に
お
い
て
不
可
欠
的
要
素
で
あ
る
、
教
理
の
社
会
倫

九
九



一
〇
〇

テ
グ
ア
y
卜
ヶ
←
ナ
ー
グ
ァ
フ
ア
f
I
谷
衛
城
)
と
遊
行
の
旅
を
し
て
い
る
。
ナ
ー

(
4
)

ヴ
ア
ご
ア
″
I
に
お
い
て
は
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
、
幾
多
の
遊
行
を
試
み
て
お
り
、

ラ
ー
ジ
ャ
=
グ
リ

(
と
同
様
最
も
長
く
滞
在
し
た
所
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
釈
尊
終
焉
の
旅
の
伝
承
は
諸
文
献
に
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

モ
の
内
容
は

一
様
で
な
く
、
今
は
中
村
博
士
の
見
解
に
そ
っ
て
、
「巴
M
a
h
a
　s
j
M

伝
え
ら
れ
る
釈
尊
終
焉
の
旅
の
巡
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。
ラ
ー
ジ
ャ
H
グ
リ
(

を
出
発
し
て
後
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
←
パ
ー
タ
リ
村
-

(
マ
ガ
ダ
国
か
ら
ガ
ン
ジ
ス
河
を

渡
り
ヴ
ァ
″
ジ
国
に
入
る
)
←

コ
ー
デ
ィ
村
←
ナ
ー
デ
ィ
カ
村
←

ヴ
ェ
ー
ル
ワ
村

(雨

季
安
居
)
←
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
市
←
パ
ン
ダ
←

(
ツ
テ
ィ
村
←
ア
ソ
。(
村
←

ジ
ャ
ン
プ

村
←
ボ
ー
ガ
市
-

(ヴ
ァ
″
ジ
国
か
ら
マ
ッ
ラ
国
に
入
る
)←
パ
ー
ヴ
ア
ー
市
←

(カ
″
ク

″
タ
ー
河
を
渡
る
)
←
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
、
に
お
い
て
終
焉
と
な
っ
て
い
る
。
釈
尊
遊
行

の
旅
と
、
舎
利
八
分
伝
説
に
登
場
す
る
人
々
の
関
係
を
比
較
検
討
す
る
と
、
ク
シ
ナ

ー
フ
ー
と
パ
ー
ヴ
ァ
ー
の
マ
ご
フ
族
、
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
の
リ
″
チ
ャ
ヴ
″
族
。
マ

ガ
ダ
王
ア
ジ
ャ
ー
タ
サ
″
ト
ウ
は
、
釈
尊
と
少
な
か
ら
ず
何
ら
か
の
関
係
を
持

っ
て

い
た
こ
と
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
仏
伝
の
伝
承
内
容
か
ら
推
察
す

る
に
、
皆

一
様
に
釈
尊
に
帰
依
し
、
仏
教
を
庇
護
す
る
人
々
で
あ
り
、
仏
舎
利
を
要

求
す
る
行
為
、
そ
れ
自
体
に
は
何
ら
疑
問
は
残
ら
な
い
。
し
か
し
、
ア
ツ
ラ
カ
で
(

の
ブ
リ
族
と
ヴ
ェ
ー
タ
デ
ィ
ー
パ
の
バ
ラ
モ
ン
達
と
釈
尊
と
の
関
係
は
認

め
ら
れ

ず
、
こ
の
二
部
族
が
伝
説
に
登
場
す
る
背
景
を
推
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
ッ
ラ
カ
ッ
パ
の
ブ
リ
族
と
ヴ
ェ
ー
タ
デ
ィ
ー
パ
の
。?
フ
モ
ソ
達
が
、
舎
利
八
分

伝
説
に
登
場
す
る
疑
問
を
杉
本
卓
州
氏
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

同
朋
学
1
　佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号

廻
性
充
足
の
一面
と
」
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
£
ら
れ
ゑ

舎
利
八
分
伝
説
の
史
実
性
解
明
と
と
も
に
、
社
会
倫
理
性
内
在
の
実
証
と
し
て
、

当
時
の
激
変
す
る
社
会
、
す
な
わ
ち
諸
国
家
、
諸
部
族
の
関
係
を
比
較
検
討
す
る
こ

と
は
、
非
常
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
諸
国
家
、
諸
部
族
が
伝
説
に
登
場
す
る

理
由
を
、
宗
教
的
側
面
か
ら
の
み
推
測
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
不
十
分
で
あ
り
、
合

せ
て
社
会
的
側
面
か
ら
も
推
測
す
る
必
要
が
あ
る
。
伝
説
に
登
場
す
る
諸
国
家
、
諸

部
族
の
舎
利
分
配
は
、
伝
説
の
内
容
に
お
い
て
諸
文
献

一
様
に
登
場
し
、
さ
ら
に
、

カ
ピ
ラ
ヴ
ア
ツ
ト
ウ
の
ピ
プ
ラ
ー
ワ
ー
塔
や
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
の
塔
発
掘
に
よ
り
、

仏
舎
利
が
発
見
さ
れ
た
事
実
を
論
拠
と
し
て
、

一
般
的
に
史
実
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
石
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
仏
舎
利
塔
が
発
見
さ
れ
た
事
実
を
論
拠
と
し
て
、
諸

国
家
、
諸
部
族

へ
の
舎
利
八
分
が
史
実
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
伝
承

内
容
に
矛
盾
が
あ
り
、
又
、
考
古
学
的
裏
付
け
も
希
薄
で
あ
る
。
現
研
究
段
階
の
考

古
学
的
立
証
を
持

っ
て
、
伝
説
内
容
の
矛
盾
を
排
除
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

舎
利
八
分
伝
説
に
諸
国
家
、
諸
部
族
が
登
場
す
る
理
由
を
、
社
会
的
状
況
を
背
景

と
し
て
、
釈
尊
の
生
涯
と
対
比
し
、
推
察
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
特
に
伝
説
に
登

r

　　　　　　　　

一

　　

・

・

●

・

　

(
3
)

場
す
る

一
因
を
釈
尊
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
推
察
す
る
こ
と
は
、
伝
説
に
登
場
す

る
人
々
の
史
実
性
を
解
明
す
る

一
手
法
と
な
ろ
う
。

仏
伝
に
よ
れ
ば
、
釈
尊
正
覚
の
後
、
八
十
歳
で
な
く
な
る
ま
で
四
十
五
年
間
に
ガ

ン
ジ
ス
河
流
域
の
中
イ
ン
ド
各
地
を
遊
行
し
、
教
化
に
専
念
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

そ
の
巡
跡
を
た
ど
れ
ば
、
ベ
ナ
レ
ス
か
ら
始
ま
り
、
ウ
ル
ヴ
‘
I
フ
ー
←
ガ
ヤ
←
ガ

ヤ
ー
シ
ー
サ
(象
頭
山
)
←
ラ
ー
ジ
ャ
リ
グ
リ
(
(王
舎
城
)
←
パ
ー
ヴ
ァ
ー
国
←
カ
ピ



現
状
で
は
、
前
章
の
調
停
者
ド
ー
ナ
と
同
様
に
バ
ラ
モ
ン
階
級
層
Q
仏
教
へ
の
転
化

を
暗
示
す
る
企
て
を
窺
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
残
る
か
ら
と
言

っ
て
、

一
概
に
舎
利
要
求
に
登
場

す
る
二
部
族
は
伝
説
作
者
の
手
に
よ
る
潤
色
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
伝
説
作
者
の
潤
色
と
の
疑
い
濃
い
な
ら
ば
。
前
章
の
調
停
者
ド
ー
ナ
の
よ
う

に
、
そ
の
表
現
に
大
き
な
違
い
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
研
究
段
階
で
は
。
二

(
8
)

部
族
の
舎
利
要
求
は
史
実
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。

今
は
、
二
部
族
の
舎
利
要
求
は
史
実
で
あ
る
。
と
い
う
仮
定
の
も
と
に
、
舎
利
要

求
に
登
場
す
る
要
因
を
比
較
検
討
す
る
な
か
で
、
あ
る
種
の
推
測
を
試
み
る
こ
と
に

す
る
。
そ
の
要
因
は
。

0
釈
尊
と
何
ら
か
の
か
お
り
が
存
在
す
る
。

㈹
部
族
内
に
舎
利
崇
拝
を
受
容
す
る
状
況
が
存
在
す
る
。

と
が
想
定
さ
れ
る
。
0
、
㈹
の
要
因
は
相
関
関
係
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、

前
述
の
六
つ
の
人
々
が
住
す
る
地
域
は
諸
資
料
に
よ
り
十
分
に
要
因
を
充
足
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
0
、
㈹
の
要
因
を
充
足
す
る
地
域
で
あ
り
、
前
述
の
六
つ
の
人
々
が

y

　

≒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

。

住
す
る
地
域
と
混
合
し
な
い
の
は
、

コ
ー
サ
ラ
国
か
ら
サ
ー
ケ
ー
タ
を
経
て
、

コ
ー

サ
ン
ビ
ー
に
至
る
地
域
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
地
域
内
に
両
部
族
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
ア
ご
フ
カ
ー
(
の
ブ
リ
族
と
ヴ
ふ
I
タ
デ
ィ
ー
パ
と
の
関
係
を
伝
え
る

胆
から、
両部族
は近
接す
る地域
に住
拠
しており、何
らか
の親交
が存
在

I

I

　　

F

　　　　　

χ

　

・i

　　　

J

一

　　　

r

″

―

　

一

　

、

r一

　　

四

　　　　　　　

『

　　　

り

。

F

1
　　
t
こ
ど
を
窺
う
こ
と
が
’で
き
る
。。さ
ら
心
。
ナ
、S
111
R

　

S

　X
ii
コ
ー
サ
ン
ビ

ー
王

一
〇
’』

「ア
ご
フ
カ
ッ
パ
の
ブ
リ
族
と
と
も
に
、
ヴ
ェ
ー
タ
デ
″
I
パ
の
。(
ラ
モ
ソ
た
ち

は
、
仏
陀
が
生
存
中
に
接
触
し
た
形
跡
も
な
く
。
仏
陀
と
縁
故
関
係
が
あ

っ
た
証
拠

も
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
者
た
ち
が
、
ど
う
し
て
仏
陀
の
舎

利

争

奪
戦
の
中

に
、
極
め
て
唐
突
な
仕
方
で
登
場
し
て
く
る
の
か
、
全
く
不
可
解

と
言
う
外
は
な

い
。
伝
説
で
は
、
舎
利
争
奪
戦
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
八
者
は
武
力
を
整
え
、
戦

い
の
準
備
態
勢
に
入
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。
マ
ガ
ダ
国
の
よ
う
な
強
国
と
競
い
合

え
る
よ
う
な
武
力
を
、
ど
う
し
て
こ
れ
ら
歴
史
的
に
無
名
の
者
た
ち
が
。
し
か
も
バ

ラ
モ
ン
達
が
、
持
ち
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
人
達
を
こ
こ
に
登
場
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
舎
利
八
分
伝
説
の
作
者
は
、
ど
の
よ
う
な
演
出
的
効
果
を
ね

ら

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
観
点
を
変
え
て
み
る
な
ら
ば
、
有
名
な
都
会
の
地
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
無
名
の
地
の
者
た
ち
さ
え
仏
舎
利
が
分
配
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

本

源

的

に

は
、
仏
舎
利
は
そ
れ
程
大
き
な
価
値
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
も
受
け
と
ら
れ
る
。
…
…
中
略
…
…
y」
の
よ
う
な
無
名
の
地
こ
そ
、
仏
舎
利
崇

拝
の
本
拠
地
は
存
在
し
て
お
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
犬
一

現
在
す
る
資
料
に
お
い
て
、
二
部
族
を
伝
え
る
説
示
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
彼
ら
が

建
立
し
た
と
さ
れ
る
仏
舎
利
塔
も
未
発
見
で
あ
り
、
確
定
し
得
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。さ

ら
に
、
伝
説
の
主
軸
を
構
成
す
る
の
が
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
階
級
で
あ

る

の

に
対

し
、特
異
的
に
ヴ
ェ
ー
タ
デ
j
ll・パ
の
パ
ラ
モ
ソ
が
登
場
す
る
こ
と
に
、作
為
的
意
図

を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
・
特
に
、
彼
ら
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
得
た
い

舎
利
八
分
伝
説
の
意
義

　　　

’
土

~

　　　　　　　　　　　

’



’‘
”

　　　　　　　

一
〇
二

註

7
こ

。一
八
九
八
年
に
ぺ
″
ぺ
に
よ
っ
て
ピ
プ
ラ
ー
ワ
ー
塔
が
発
見
さ
れ
た
。

一
九
五
七
年
?
八
年
に
ア
ル
テ
カ
ル
の
指
揮
の
も
と
に
、
パ
ト
ナ
の
ジ
ャ
ヤ
ス
ワ

ル
研
究
所
員
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
。

註

(3
)
宮
坂
著

「仏
教
の
起
源
」
九
十
八
頁
に
、
舎
利
八
分
伝
説
に
登
場
す
る
人
々
は
サ

ー
キ
ャ
族
と
何
ら
か
の
血
縁
関
係
に
あ
る
種
族
民
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
が
、

何
ら
証
拠
を
あ
げ
て
い
な
い
。

註

(4
)
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
は

「仏
陀
の
教
え
が
他
の
ど
こ
よ
り
も
多
く
説
か
れ
た
の
は
コ
ー

サ
ラ
国
の
都
サ
ー
ヴ
ア
ご
ア
イ
ー

〔舎
衛
城
〕
で
あ
る
。
仏
陀
は
ク
ル
地
方
ヘ
ー

度
な
ら
ず
訪
れ
た
が

コ
ー
サ
ン
ビ
ー
よ
り
西
へ
は
遠
く
旅
行
せ
ず
、
お
そ
ら
く
ジ

ヤ
ム
ナ
ー
川
岸
の
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ま
で
は
行
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
反
対
の

方
向
に
つ
い
て
は
、
ラ
ー
ジ
ギ
ル
と
ガ
ヤ
ー
を
き
ま
っ
て
通
り
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の

す
ぐ
南
の
ミ
ー
ル
サ
ー
ブ
ル
周
辺
の

「南
山
地
方
」
の
新
し
く
開
拓
さ
れ
た
地
方

を
も
訪
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

コ
ー
サ
ン
ビ
ー
著

『
イ
ン
ド
古
代
史
』
山
崎
利
男
訳

一
六
八
頁

註

(5
)
中
村
博
士
は
、
そ
の
理
由
と
し
て

「王
舎
城
が
当
時
、
最
大
の
強
国
マ
ガ
ダ
の
首

都
で
あ
り
、
技
術
が
最
も
進
歩
し
、
。ご
フ
モ
ン
教
的
伝
統
の
束
縛
の
最
も
弱
い
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
。」
と
記
す
る
。

中
村
著

『ゴ
ー
タ
マ
ー
ブ
ッ
ダ
』
三
三
三
頁
参
照

註

(6
)
中
村
著

『ゴ
ー
タ
マ
ー
プ
ッ
ダ
』
四
二
八
~
四
二
九
頁

註

(7
)
杉
本
著

「舎
利
八
分
と
仏
塔
建
立
の
伝
説
そ
の
三
」

東
北
福
祉
大
学
紀
要
創
刊
号
五
二
?
五
三
頁

註

(8
)
J
o
　
p
r
z
y
l
u
s
k
4

　

」
e

　

p
a
r
t
a
g
e

　

d
e
s

　

r
e
l
i
q
u
e
s

　

d
u

　

B
u
d
d
h
a
o

「舎
利
分
配
伝

説
成
立
の
時
代
を
、
地
理
的
条
件
を
加
味
し
な
が
ら
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
要
求
参
加
者
の
中
に
ア
ご
フ
カ
て
(
の
プ
リ
族
、
ラ
ー
マ
ガ
ー
マ
の
コ
ー

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
号

O 

S
S

 

S
S
4
S
ly

註

(1
)
中
村
博
士
は
イ
ン
ド
に
は
、
西
洋
の
よ
う
な
都
市
国
家
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
語

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
イ
ン
ド
で
は
①
都
市
そ
の
も
の
が
永
続
し
な
か
っ
た
、

②
都
市
は
よ
り
強
大
な
王
権
の
も
と
に
屈
服
し
て
い
て
、
政
治
的
軍
事
的
な
独
立

の
行
動
団
体
に
ま
で
発
展
し
な
か
っ
た
、
③
市
民
各
自
が
、
市
民
と
し
て
の
資
格

に
お
い
て
協
力
行
動
し
た
の
で
は
な
く
、
名
目
上
に
お
い
て
は
な
お
旧
来
の
氏
族

制
社
会
の
身
分
的
区
別
を
保
存
し
て
い
た
。
等
を
挙
げ
て
い
る
。
中
村
著

『
イ
ソ

ド
古
代
史
上
』
二
三
三
~
二
三
四
頁

と
交
接
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
ア
ご
フ
カ
ツ
パ
は
コ
ー
サ
ン
ビ

ー
を
首
都
と
す
る
ヴ
ァ
ソ
サ
国
の
領
域
か
、
或
い
は
そ
の
周
辺
に
住
拠
し
て
い
た
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
。
現
在
ま
で
、
多
く
の
学
者
達
に
よ
り
、
両
部
族
の
考
究
が
な
さ

れ
て
い
る
嘸
)決
定
的
解
釈
を
下
す
要
因
が
実
証
さ
れ
な
い
現
状
で
は
、
推
察
す
る

こ
と
を
余
疑
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
宮
坂
博
士
が
示
し
た
説
、『
ア
ご
フ
カ
で
(

(
11
)

の
ブ
リ
族
は
バ
″
が
族

(s
a
s
)
と
同
様
、
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
に
隷
属
し
て
い
た
』

(
12
)

が
よ
り
妥
当
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

以
上
、
舎
利
八
分
伝
説
に
つ
い
て
種
々
検
討
を
試
み
た
次
第
で
は
あ
る
が
。
何
分

に
も
考
古
学
的
資
料
も
乏
し
く
、
幾
多
の
疑
問
を
解
明
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
次

第
で
あ
り
、
余
疑
な
く
推
察
を
下
す
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
舎
利
八
分
伝

説
は
単
に
宗
教
的
側
面
か
ら
の
み
考
究
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
仏
教
興
起
時

代
の
複
雑
な
社
会
的
背
景
を
も
加
味
し
た
考
究
が
な
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
に
、
伝
説
上
の
個
々
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

そ
の
史
実
性
を
考
古
学
的
発
見
と
対
比
し
な
が
ら
検
討
さ
れ
う
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



リ
ャ
族
の
よ
う
な
無
名
の
土
着
民
が
登
場
す
る
こ
と
に
注
目
す
る
。

仏
教
の
歴
史
の
中
に
t
i
　
B
e
n
a
r
6
s
o

　

C
a
m
p
4

　

S
ra
v
a
sti
と
い
う
有
名
な
都
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
か
っ
て
主
な
仏
教
の
拡
散
や
、
伝
統
の
発
展
を
研
究
し
、

私
は
連
続
す
る
三
つ
の
交
易
地
を
著
わ
し
た
o　
R
a
ja
g
rh
a

　

ij
4
生
仏
教
の
都
で

あ
る
・
続
い
て
V
a
iia
liii大
き
な
重
要
性
を
持
つ
。
第
三
の
時
代
ii
　
S
r
a
v
a
s
t
i

で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
街
は
、
舎
利
八
分
伝
説
に
登
場
す
る
分
配
の
受
容
者
で
は

な
い
。
従

っ
て
、
こ
の
分
配
に
関
す
る
伝
説
lj　
V
a
ia
li
時
代
に
結
集
さ
れ
た
も

ゝ

　　

の
で
あ
る
。」
と
興
味
あ
る
発
表
が
な
さ
れ
て
い
る
。

聖
語
研
究

一
巻

・
四
十
七
頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

。

註

(9
)
D
h
a
m
m
a
p
a
d
a
o

　

A
J
o

　

P
o

　

1
6
1

　

M
4
4

4　69
次
の
如
く
記
す
る
。

ア
ッ
ラ
カ
ヅ
パ
カ
の
王
ア
ご
フ
カ
で
(
カ
と
ヴ
ェ
ー
タ
デ
ィ
ー
パ
カ
の
王
ヴ
ご

デ
ィ
ー
パ
カ
と
は
幼
児
以
来
友
人
同
志
で
あ
り
後
に
共
に
出
家
し
て
ヒ
フ
フ
ャ
山

中
に
入
り
修
行
し
た
。
長
い
間
山
中
に
住
ん
で
い
た
が
、
ヴ

H
　
4
デ

ィ
ー
パ
カ

は
死
亡
す
る
。
そ
し
て
天
界
に
天
子
と
し
て
再
生
す
る
が
あ
る
時
、
彼
は
旅
人
に

身
を
変
え
ア
ご
フ
カ
と
(
カ
を
訪
れ
、
象
を
冗
縛
す
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ー
を
与
え
、
冗

文
を
教
え
て
帰
る
。
そ
の
時
、
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
王
パ
ラ
ニ
タ
の
身
重
の
妃
が
。
怪

鳥
に
ヒ
ご
フ
ャ
山
中
ま
で
さ
ら
わ
れ
、
山
中
の
ア
ヅ
ラ
カ
ッ
パ
カ
の
と
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
。
そ
こ
で
子
供
が
生
れ
る
が
、
ア
ご
フ
カ
r
l
　

fl
ii
、
そ
の
子
に
ヴ

ェ

ー
タ
デ
4
I
パ
カ
よ
り
受
け
た
象
児
を
教
え
、
象
群
を
つ
れ
て
国
に
帰
ら
せ
る
。

そ
こ
で
そ
の
子
は
王
位
に
つ
く
が
、
彼
こ
モ
コ
ー
サ
ソ
ピ
ー
王
ウ
デ
ー
ナ
で
あ

っ

た
。

註

(10
)
杉
本
著

「舎
利
八
分
と
仏
塔
建
立
の
伝
説
そ
の
二
」

東
北
福
祉
大
学
論
叢
十
五
巻
四
十
九
~
五
十
三
頁
に
詳
細
な
る
研
究
が
記
さ
れ
て

い
る
。

註

(11
)
宮
坂
著

「仏
教
の
起
源
」
七
九
頁
、
九
六
頁
参
照

註

(12
)
杉
本
氏
も
宮
坂
博
士
の
説
を

一
応
承
認
し

「
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
附
近
に
そ
の
位
置
を

定
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
」
と
記
し
て
い
る
。

前
書
五
十
頁
参
照

舎
利
八
分
伝
説
の
意
義
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